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GfK ジャパン 
（TEL：03-5350-4632） 

基礎玩具の販売動向
乳幼児向け市場は、キャラクター商品と高付加価値知育玩具で拡大

GfK ジャパン（東京：中野区）は、全国の家電量販店、GMS、インターネット通販における基礎玩具※の販売動向を
発表した。

【概要】
・ 基礎玩具の販売金額は14四半期連続で前年を上回る。
・ 「それいけ！アンパンマン」の販売が拡大。2016年1-9月期は金額前年比14%増。

Press Release 

【根強いキャラクター人気】
基礎玩具では主要キャラクター商品が販売の約5割を占めるが、この中で最も人気が高いのは「それいけ！アンパン

マン」だ。かねてより高い人気があるが、販売金額はここ数年伸び続けており、16年1-9月期では金額前年比14%増
となった。アンパンマン製品はロングセラーが多く、3、4年継続して販売されることも少なくない。また、新商品を中心に
平均価格が上昇しているのも特徴だ。アンパンマンなどの定番商品の好調に加え、14年は「アナと雪の女王」、15年
は「スター・ウォーズ」といったその時々の流行キャラクターの販売も好調に推移していることから、キャラクター商品の拡大
が続く。

【平均単価の上昇】
基礎玩具の平均単価は高付加価値商品の好調により、14年、15年と上昇傾向にある。16年1-9月期の価格帯

別金額構成比をみると、5,000円以上が約3割を占め、市場の拡大に貢献している。同価格帯には、「ことばずかん
DX」や「はじめてのおしゃべり48」などのアンパンマンの知育玩具やブロックの基本セット、タブレット型玩具などが含まれ

る。これらの製品は、時勢を反映しているとともに、子どもの語彙力や創造力を育むことを訴求しており、成長しても遊
べるような配慮がなされている。一部製品では消費税増税に伴い価格改定やリニューアルを行ったが人気は衰えず、 

※ ブロック、プレスクール、幼児キャラクター等を含む乳幼児向け玩具
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図1. 基礎玩具 販売金額前年比 
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図2. 基礎玩具 平均単価推移（税抜き）

【成長が続く基礎玩具市場】

 主に乳幼児向けの玩具である基礎玩具の
販売が拡大を続けている。比較可能となる
2013年第2四半期（4-6月）以降、基礎玩
具の販売金額は14四半期連続で前年同
期を上回った（図1）。子どもの数が30年以

上連続して減少する中、近年の基礎玩具
販売はキャラクター人気と高価格帯商品に
支えられ成長している。16年も1-9月期で金
額前年比9%増と、最大商戦期であるクリス
マス商戦を目前に好調を維持している。

プレゼント需要の受け皿としての根強い人
気があることを印象付けた。

基礎玩具は両親や祖父母などからのプレ
ゼントが販売の主であり、一度人気が出る
と長期間継続したり、商戦期には価格が上
がったりする傾向がみられる。クリスマス商戦
を含む第4四半期では基礎玩具全体の平
均単価は約3割上昇するが、人気キャラク

ターや流行を捉えた高付加価値商品の販
売動向が注目される。
 2013年 2014年 2015年 2016年 
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※本リリースに関するお問い合わせ先                                        GfK ジャパン 
広報グループ 茶野 絢子 

tel : 03-5350-4632  Email : info.jp@gfk.com 
http://www.gfk.com/jp/ 
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